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平
成
十
二
年
十
一
月
十
一
日

高
知
県
・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
慰
霊
銅
像
建
立

除
幕
式

慰
霊
祭
施
行

以
上
の
事
柄
に
関
与
し
て
現
在
に
至
り

平
成
十
五
年
七
月
十
六
日
を
も
っ
て
齢

八
十
六
。

内
孫

二

曾
孫

五

外
孫

三

曾
孫

四

と
な
る
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

現
住
所

高
知
県
大
津
甲

入
隊
前

小
作
農

入

隊

昭
和
十
三
年
一
月
（
山
砲
兵
第
十
一
連
隊
）

第
二
大
隊
本
部
付
書
記
（
曹
長
）

武
装
解
除

昭
和
二
十
年
九
月
（
安
東
に
て
）

引
き
続

き
入
ソ

復

員

昭
和
二
十
三
年
十
一
月

復
員
後

農
林
省
高
知
食
糧
事
務
所
（
雇
員
）

昭
和
二
十
九
年
四
月
（
農
林
技
官
）

昭
和
五
十
三
年
七
月
（
停
年
退
職
）

全
抑
協

高
知
県
連
本
部
、
事
務
局
長
・
副
会
長
を
経

験
、
現
在
・
中
央
本
部
理
事

東
山
さ
ん
（
先
輩
）
と
私
は
全
然
無
知
の
間
柄
で
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
全
抑
協
運
動
を
通
じ
高
知
県
連
発
足
の

た
め
の
同
志
と
し
て
親
交
を
深
め
、
し
か
も
、
出
身
部
隊

も
同
じ
山
砲
兵
第
十
一
連
隊
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
自
来
、
高
知
県
連
組
織
の
中
核
と
し
て
、
強
い
友
情

で
団
結
を
守
っ
て
い
ま
す
。

（
高
知
県

東
條

平
八
郎
）

シ
ベ
リ
ア
流
浪
の
日
々

熊
本
県

高

洲

安

則

私
は
、
熊
本
県
下
益
城
郡
松
橋
町
御
船
で
、
大
正
十
三

（
一
九
二
四
）
年
三
月
三
十
日
生
ま
れ
、
兄
弟
姉
妹
十
人

の
三
男
坊
で
す
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
四
月
、
豊
川
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尋
常
高
等
小
学
校
入
学
。
昭
和
十
三
年
三
月
、
卒
業
し
て

農
業
に
従
事
。
昭
和
十
九
年
六
月
五
日
、
六
日
の
二
日

間
、
徴
兵
検
査
で
第
一
乙
種
合
格
。

昭
和
二
十
年
二
月
十
四
日
、
出
征
。
夕
方
、
博
多
駅
前

に
集
合
し
人
員
点
呼
が
あ
っ
て
、
す
ぐ
駅
前
の
丸
明
館
に

入
っ
て
、
夜
い
ろ
い
ろ
な
検
査
。
宿
泊
し
て
明
け
て
十
五

日
朝
食
後
、
旅
館
を
出
発
し
途
中
、
熊
本
県
出
身
部
隊
は

遅
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
駆
け
足
で
亀
山
上
皇
銅
像
前
に
集

合
整
列
し
た
。「
検
査
開
始
」
で
市
内
各
所
で
人
員
点
呼

や
い
ろ
い
ろ
な
検
査
が
あ
っ
て
、
夜
は
駅
前
通
り
の
旅
館

に
宿
泊
し
た
。
十
六
日
も
引
き
続
い
て
検
査
が
あ
り
、
西

日
本
新
聞
社
屋
上
で
合
格
者
発
表
が
あ
っ
て
、
不
合
格
者

は
故
郷
に
帰
さ
れ
た
。

合
格
者
は
市
内
の
国
民
学
校
校
庭
で
被
服
を
受
領
し
私

服
と
着
替
え
て
、
旅
館
に
行
っ
て
私
服
と
靴
を
郵
便
局
よ

り
家
に
発
送
し
た
。
そ
こ
で
宿
泊
、
渡
満
の
準
備
を
し
て

寝
る
。
十
七
日
朝
早
く
四
時
に
起
床
し
、
旅
館
を
出
発
。

ま
だ
暗
い
博
多
の
町
を
歩
い
て
博
多
港
へ
。
夜
明
け
頃
波

止
場
に
着
き
全
員
輸
送
船
に
乗
り
、
八
時
出
帆
。
荒
れ
狂

う
玄
界
灘
を
乗
り
越
え
て
夕
方
七
時
、
釜
山
港
に
上
陸
。

市
内
の
映
画
館
に
入
っ
て
折
詰
弁
当
の
夕
食
。
夜
十
時
、

釜
山
駅
で
汽
車
に
乗
り
、
大
陸
の
満
州
へ
と
発
車
。

車
内
で
注
意
事
項
や
訓
示
が
あ
っ
て
、
酒
保
品
や
煙

草
、
リ
ン
ゴ
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
。
汽
車
は
京
城
（
ソ
ウ

ル
）
か
ら
東
へ
と
進
ん
で
日
本
海
の
海
岸
線
沿
い
を
北
へ

と
走
り
、
元
山
、
清
津
、
図

を
通
過
し
て
満
州
へ
。

二
月
二
十
一
日
早
朝
に
牡
丹
江
駅
着
。
停
車
し
て
お
茶

と
折
詰
弁
当
が
支
給
さ
れ
た
。
す
ぐ
発
車
し
て
夜
の
十
一

時
頃
、
鶏
寧
駅
に
着
き
下
車
し
た
。
雪
が
白
く
積
も
っ
て

い
た
。
暗
い
夜
道
を
歩
い
て
部
隊
に
着
き
兵
舎
に
入
っ

た
。
夜
中
の
十
二
時
だ
っ
た
。
う
ど
ん
が
炊
い
て
あ
っ

て
、
と
て
も
う
ま
か
っ
た
。

明
け
て
二
十
二
日
、
被
服
受
領
と
身
体
検
査
が
あ
っ

た
。
二
十
三
日
は
編
成
替
え
で
、
満
州
第
七
〇
〇
〇
部

隊
、
荒
田
隊
第
四
班
で
あ
っ
た
。
三
月
十
日
、
ま
た
編
成

替
え
で
第
三
中
隊
（
川
田
隊
）
第
四
班
と
な
っ
た
。
今
日

は
陸
軍
記
念
日
。
三
中
隊
全
員
、
現
在
地
よ
り
東
へ
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
に
移
動
し
た
。
私
達
よ
り
二
週
間
前
に
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渡
満
し
て
い
た
戦
友
達
が
入
っ
て
来
た
。
三
月
中
旬
頃
、

永
井
教
官
が
転
勤
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
吉
澤
、
宮
山
両
教

官
が
着
任
さ
れ
た
。
下
旬
に
は
平
陽
鎮
に
軍
馬
受
領
に
出

さ
れ
、
行
き
は
歩
い
て
帰
り
は
乗
馬
。
久
し
ぶ
り
だ
っ
た

の
で
尻
が
痛
か
っ
た
。
三
十
一
日
は
身
体
検
査
が
あ
り
、

第
一
区
隊
と
第
二
区
隊
に
分
け
ら
れ
、
四
月
一
日
に
第
二

区
隊
が
、
二
日
に
第
一
区
隊
が
林
口
へ
移
動
し
て
、
九
日

に
は
六
個
中
隊
全
員
が
揃
っ
て
林
口
で
の
軍
隊
生
活
が
始

ま
り
、
五
月
十
九
日
に
は
私
達
三
中
隊
は
仙
洞
と
代
馬
溝

に
分
遣
さ
れ
た
。

私
は
代
馬
溝
へ
十
九
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
行
軍
し

た
。
二
十
三
日
よ
り
上
代
馬
溝
の
駅
か
ら
山
の
陣
地
ま
で

毎
日
毎
日
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
弾
薬
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送

だ
っ
た
。
八
月
八
日
は
最
後
の
弾
薬
輸
送
で
あ
っ
た
が
、

編
成
替
え
も
あ
っ
て
、
初
め
て
の
古
年
兵
と
混
成
だ
っ

た
。
夜
は
編
成
祝
い
と
初
年
兵
の
教
育
祝
い
が
あ
っ
て
、

全
員
が
酒
を
飲
ん
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
が
、
こ
れ

は
入
隊
以
来
初
め
て
だ
っ
た
、
翌
日
の
ソ
連
軍
の
参
戦
も

知
ら
ず
に
…
…
。

八
月
九
日
（
木
曜
）
晴
。
ソ
連
参
戦
。
全
員
兵
舎
前
に

集
合
し
た
。
泉
隊
長
の
注
意
事
項
と
訓
示
が
あ
り
、
ソ
連

初
空
襲
、
兵
舎
外
の
原
野
の
木
陰
に
避
難
し
た
。
装
具
や

全
荷
物
を
各
人
の
輜
重
車
に
積
ん
で
山
の
陣
地
近
く
に

引
っ
越
し
、
夕
方
よ
り
弾
薬
を
各
人
の
輜
重
車
に
積
ん
で

穆

ま
で
徹
夜
で
輸
送
。
途
中
、
照
明
弾
の
光
る
下
を
人

馬
と
と
も
に
歩
き
な
が
ら
折
り
返
し
、
代
馬
溝
に
着
い
た

と
き
は
夜
は
明
け
て
十
日
の
朝
だ
っ
た
。
す
ぐ
前
日
の
山

の
陣
地
へ
荷
物
取
り
。
荷
物
を
積
ん
で
兵
舎
前
に
帰
っ

て
、
そ
の
ま
ま
握
り
飯
を
食
っ
て
す
ぐ
全
員
代
馬
溝
を
後

に
出
発
、
輜
重
車
を
引
っ
張
っ
て
歩
行
軍
。
夜
、
磨
刀
石

に
着
き
野
営
し
て
、
十
一
日
早
朝
よ
り
空
襲
に
警
戒
し
な

が
ら
出
発
。
十
二
日
の
十
二
時
頃
、
林
口
の
本
隊
に
着
い

て
、
す
ぐ
被
服
受
領
（
新
品
と
取
り
替
え
）。
雨
が
降
っ

て
来
た
。
大
雨
と
な
っ
た
。
仙
洞
の
小
隊
は
ず
ぶ
ぬ
れ
で

帰
っ
て
来
た
。
夜
は
全
員
、
戦
闘
準
備
だ
。
携
帯
食
糧
の

持
参
準
備
。
出
発
を
前
に
酒
宴
。
大
い
に
飲
め
、
大
い
に

飲
め
と
言
っ
て
出
陣
祝
だ
。

明
け
て
十
三
日
の
月
曜
、
雨
は
上
が
っ
た
。
二
度
と
帰
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ら
ぬ
樺
林
を
一
中
隊
か
ら
出
発
し
て
出
て
行
っ
た
。
樺
林

の
街
を
通
過
し
て
い
る
う
ち
に
後
ろ
か
ら
ソ
連
軍
の
戦
車

が
追
い
か
け
て
来
る
。
山
を
越
え
て
下
り
坂
を
下
り
て
小

さ
な
川
を
渡
る
と
き
に
、
後
ろ
の
市
の
瀬
戦
友
の
輜
重
車

が
横
倒
し
に
転
ん
だ
の
で
、
積
ん
で
い
た
荷
物
（
私
の
大

切
な
物
ま
で
入
っ
て
い
た
）
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
私

は
か
ま
わ
ず
ど
ん
ど
ん
急
い
で
い
た
が
、
五
百
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
満
人
部
落
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
後
ろ
の

山
か
ら
ズ
ド
ン
と
ソ
連
軍
の
戦
車
の
砲
撃
が
し
て
、
そ
れ

ま
で
一
列
に
行
進
し
て
お
っ
た
の
が
、
パ
ー
ッ
と
道
路

い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
、
兵
も
士
官
も
我
先
に
と
退
却
。

私
も
こ
れ
に
負
け
じ
と
荷
物
を
積
ん
だ
ま
ま
の
輜
重
車
を

ガ
ラ
ガ
ラ
と
引
っ
張
っ
て
、
牡
丹
江
の
煉
瓦
工
場
の
跡
ら

し
き
所
に
着
い
た
。
他
の
戦
友
達
も
ば
ら
ば
ら
に
分
か
れ

て
、
ど
こ
に
行
っ
た
や
ら
。
夜
は
そ
の
ま
ま
ご
ろ
寝
し

て
、
目
が
覚
め
て
か
ら
近
く
の
畑
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
や
西
瓜

な
ど
も
ぎ
取
っ
て
食
べ
た
。
ソ
連
機
来
襲
。
速
や
か
に
輜

重
車
の
陰
に
身
を
隠
し
た
。
そ
の
と
き
隣
に
い
た
木
下
戦

友
が
、「
あ
ー
っ
、
や
ら
れ
た
」
と
言
っ
た
の
で
そ
ば
に

駆
け
寄
っ
て
み
た
ら
、
泥
が
跳
ね
返
っ
て
当
た
っ
た
ら
し

い
。
弾
で
な
く
て
よ
か
っ
た
。
び
っ
く
り
し
た
。
夕
方
に

は
貨
物
廠
に
食
糧
や
弾
薬
輸
送
に
出
か
け
た
。

明
け
て
十
五
日
、
早
朝
よ
り
命
令
が
出
た
。
敵
の
戦
車

の
肉
弾
攻
撃
に
爆
弾
を
一
人
三
個
ず
つ
持
た
さ
れ
た
。
命

は
捨
て
る
覚
悟
で
出
て
行
っ
た
が
、
途
中
中
止
と
な
っ

た
。
戦
車
が
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
し
て
ま

た
命
令
が
あ
り
、
各
中
隊
か
ら
三
十
人
ず
つ
自
動
車
部
隊

に
配
属
さ
れ
た
。
三
中
隊
か
ら
立
野
伍
長
以
下
三
十
三
人

が
配
属
さ
れ
、
出
発
を
待
っ
て
い
る
う
ち
に
ソ
連
機
来

襲
。
速
や
か
に
道
路
わ
き
の
溝
の
土
手
際
に
身
を
隠
し
て

応
戦
。
空
に
向
け
て
持
っ
て
い
た
小
銃
で
、
無
駄
と
は
わ

か
っ
て
い
な
が
ら
実
弾
を
初
め
て
撃
っ
た
。
夕
方
、
本
隊

を
出
て
自
動
車
部
隊
（
五
〇
三
二
部
隊
）
の
営
庭
に
集
合

し
す
ぐ
編
成
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
に
三
人
ず
つ
配
当
さ

れ
た
。
夜
に
出
発
。
我
々
は
荷
台
の
上
に
仰
向
け
に
寝
転

ん
で
、
夜
の
牡
丹
江
市
を
後
に
し
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
乾
パ
ン
を
か
じ
り
夜
空
を
見
な
が

ら
、
十
六
日
の
朝
に
寧
安
に
着
い
た
。
そ
う
し
た
ら
ソ
連
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機
来
襲
。
降
り
て
近
く
の
官
舎
跡
の
家
に
隠
れ
た
。
こ
の

と
き
、
ト
ラ
ッ
ク
三
台
延
焼
。

明
け
て
十
七
日
（
金
曜
）
曇
り
、
雨
。
東
京
城
の
飛
行

場
内
に
着
き
、
場
内
を
散
歩
し
た
（
日
本
軍
の
練
習
機
の

焼
け
た
の
が
点
々
と
散
在
し
て
い
た
）。
私
達
は
格
納
庫

の
中
に
入
っ
て
久
し
ぶ
り
に
酒
を
飲
み
、
夜
半
に
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
っ
て
出
発
し
、
十
八
日
の
昼
頃
、
鏡
泊
湖
に
着
き

全
員
（
十
八
人
）
下
車
し
て
湖
の
畔
で
炊
事
を
し
た
。
近

く
の
畑
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
取
り
寄
せ
、
糧
秣
は
ト

ラ
ッ
ク
六
台
に
満
載
し
て
い
た
し
、
魚
は
弾
薬
で
取
っ
て

き
て
何
不
自
由
な
く
、
全
員
が
一
カ
所
に
寄
っ
て
故
郷
の

話
な
ど
し
た
。
夜
に
は
酒
も
ど
ん
ど
ん
飲
ん
だ
り
食
っ
た

り
し
た
。
砂
糖
も
た
く
さ
ん
積
ん
で
い
た
。
の
ど
自
慢
も

出
て
、
仙
台
出
身
の
新
村
さ
ん
（
五
〇
三
三
部
隊
）
は
大

変
歌
が
上
手
だ
っ
た
の
で
、
私
も
負
け
じ
と
ば
か
り
、

ち
ょ
う
ど
月
が
ま
ん
丸
く
出
て
い
た
の
で
「
勘
太
郎
月
夜

唄
」
を
歌
っ
た
（
ま
だ
敗
戦
と
は
知
ら
な
い
で
）。
こ
れ

が
最
後
と
は
。

八
月
十
九
日
、
朝
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
六
台
、
ま
た

別
々
の
行
動
で
出
発
し
た
。
途
中
道
が
悪
く
、
車
か
ら
降

り
て
押
し
て
あ
げ
た
り
大
難
行
軍
だ
っ
た
。

二
十
一
日
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
進
行
中
、
前
方
に
何

十
台
も
車
が
停
車
し
て
動
か
ず
、
何
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て

見
た
ら
、
ソ
連
軍
に
捕
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ソ
連

兵
士
が
来
て
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
言
っ
て
も
言
葉
は

わ
か
ら
ず
、
お
し
の
ま
ね
を
し
た
が
、
気
づ
い
た
ら
武
器

を
捨
て
ろ
と
の
こ
と
で
直
ち
に
武
装
解
除
。
腰
に
締
め
て

い
た
矩
剣
も
捨
て
た
。
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
全
員
降
り
て
ぞ
ろ

ぞ
ろ
と
歩
か
さ
れ
て
小
高
い
山
に
集
結
し
た
。
周
り
四
百

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
鉄
線
を
設
け
て
、
兵
士
が
警
戒
し
て

い
た
。
敗
戦
と
は
今
日
知
っ
た
。

「
流
浪
の
日
々
」
が
始
ま
る
。
私
は
竹
下
と
二
人
で
行

動
を
と
も
に
す
る
。
何
も
持
た
な
い
裸
同
然
、
乞
食
よ
り

も
悪
い
。
周
囲
の
人
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。
自
分
さ
え

生
き
て
ゆ
け
れ
ば
、
と
自
分
自
身
で
頑
張
る
し
か
な
い
。

私
も
、
何
が
何
で
も
倒
れ
る
ま
で
は
と
い
つ
も
思
っ
て
い

た
か
ら
、
近
く
に
あ
る
青
大
豆
や
小
豆
を
ち
ぎ
っ
て
は
い

ろ
い
ろ
な
缶
詰
の
空
き
缶
に
入
れ
て
竹
下
と
分
け
て
、
食

368



 

V
02D

00 L
:H
E
SI1511-02 369 89/03/12/16:52:46 H

E
SI1511-02 bun p341-458

え
る
も
の
は
何
で
も
拾
っ
て
食
べ
て
過
ご
し
て
い
た
。

こ
の
山
に
五
日
間
過
ご
し
て
き
た
が
、
二
十
六
日
の

朝
、
全
員
が
山
を
降
り
て
、
ど
こ
か
へ
出
発
し
た
。
乞
食

の
行
列
の
よ
う
に
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
だ
け
。
少
し
で
も
列
を

離
れ
る
と
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
警
戒
兵
が
前
後
か
ら

付
い
て
押
し
て
い
る
。
私
は
、
竹
下
が
ず
う
っ
と
以
前
か

ら
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
苦
し
ん
で
歩
く
の
で
、
励
ま
し
な
が

ら
も
、
二
日
、
三
日
と
歩
い
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
行

列
か
ら
遅
れ
て
、
最
後
尾
か
ら
「
い
つ
倒
れ
る
だ
ろ
う

か
」
と
心
配
し
て
い
た
が
、
行
列
か
ら
も
離
れ
る
ば
か

り
。
と
き
ど
き
雨
も
降
り
風
も
吹
く
し
、
太
陽
に
も
照
ら

さ
れ
て
、
歩
か
さ
れ
歩
い
て
い
く
う
ち
に
の
ど
も
渇
く
。

水
溜
り
の
水
を
飲
み
な
が
ら
八
月
も
二
十
九
日
の
夕
方
、

敦
化
と
い
う
街
に
着
い
た
。
近
く
に
飛
行
場
が
あ
り
、
場

内
に
入
っ
た
。
大
部
分
の
日
本
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
着

い
て
す
ぐ
食
物
と
薪
探
し
に
出
か
け
た
が
、
私
と
竹
下
は

何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
ま

だ
配
給
も
な
い
し
、
自
分
自
身
で
探
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
行
軍
の
夜
は
休
憩
し
た
所
に
ご
ろ
寝
だ
っ
た
。
こ
こ

で
は
携
帯
天
幕
を
ほ
と
ん
ど
の
人
が
持
っ
て
お
ら
れ
、
私

と
竹
下
だ
け
は
何
も
な
し
。
そ
れ
で
、
二
人
で
草
を
寄
せ

合
っ
て
寝
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
う
ち
ソ
連
の
指
揮
で
大

隊
が
編
成
さ
れ
、
私
は
二
三
六
大
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
こ

の
と
き
竹
下
は
長
い
間
の
下
痢
が
止
ま
ら
ず
、
身
体
も

弱
っ
て
人
の
前
に
出
て
く
る
の
が
恥
ず
か
し
い
の
か
気
の

毒
な
の
か
、
私
が
ど
ん
な
に
勧
め
て
引
っ
張
っ
て
も
草
の

中
か
ら
出
て
こ
な
い
。
私
は
一
緒
に
帰
り
た
い
ば
っ
か
り

に
頑
張
っ
て
連
れ
て
き
た
の
だ
が
、
仕
方
な
く
諦
め
て
私

は
大
隊
の
方
に
入
っ
た
が
…
…
。

飛
行
場
内
に
い
る
間
は
食
べ
物
も
分
け
て
渡
し
て
き
た

が
、
三
十
一
日
、
出
発
準
備
し
て
夜
に
な
っ
て
か
ら
出
発

し
た
。

「
東
京
ダ
モ
イ
、
東
京
ダ
モ
イ
」
と
言
い
な
が
ら
「
ダ

ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
追
い
立
て
る
。
夜
の
敦
化
の
道
を
歩

き
続
け
て
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
開
拓
団
の
跡

ら
し
き
原
野
に
着
い
て
宿
泊
の
準
備
。
天
幕
を
張
る
人
、

私
と
芝
戦
友
は
持
参
品
は
何
も
な
し
。
二
人
で
草
を
寄
せ

て
、
二
人
が
寝
る
だ
け
の
広
さ
に
草
屋
根
を
造
っ
て
、
少
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し
寒
か
っ
た
の
で
抱
き
合
っ
て
寝
た
。
二
日
、
三
日
に
は

一
部
分
の
大
隊
の
編
成
が
あ
っ
て
、
私
と
芝
戦
友
は
二
四

五
大
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
こ
の
地
名
は
沙
河
沿
と
か

言
っ
て
い
た
。
開
拓
団
の
跡
だ
っ
た
の
で
、
野
菜
、
大

豆
、
馬バ
鈴レイ
薯ショ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

た
の
で
食
用
に
。
水
は
近
く
に
少
し
大
き
な
深
い
川
が
流

れ
て
い
た
の
で
、
飯

を
持
っ
て
汲
ん
で
炊
事
と
飲
料
水

に
使
用
。
薪
は
川
の
土
手
に
雑
木
が
生
え
て
い
て
、
生
木

で
燃
え
つ
き
が
悪
く
、
マ
ッ
チ
も
ラ
イ
タ
ー
も
な
い
が
何

と
か
し
た
。

九
月
四
日
に
は
ソ
連
の
指
示
で
広
い
所
に
集
合
し
、
初

の
装
具
検
査
が
あ
っ
た
。
ま
ず
先
頭
か
ら
将
校
が
「
腕
時

計
（
チ
ャ
ー
ス
イ
）」
あ
る
か
と
言
っ
て
取
り
上
げ
て
、

次
は
皮
製
品
の
カ
バ
ン
（
雑
の
う
）、
バ
ン
ド
、
お
金
を
。

次
は
残
り
の
布
の
カ
バ
ン
、
バ
ン
ド
、
鉛
筆
を
兵
士
が
取

り
上
げ
た
。

翌
日
か
ら
使
役
に
も
出
さ
れ
た
。
沙
河
沿
の
駅
へ
行
っ

て
貨
車
に
、
衛
生
品
、
医
薬
品
、
食
糧
と
ア
ン
ペ
ラ
な
ど

の
積
込
み
作
業
で
、
帰
り
は
私
達
が
勝
手
に
粉
味
噌
、
粉

醬
油
、
そ
の
ほ
か
の
物
も
か
っ
ぱ
ら
っ
て
持
ち
帰
っ
た
。

九
月
十
五
日
に
ま
た
編
成
替
え
。
二
六
〇
大
隊
に
編
入

さ
れ
て
、
二
小
隊
七
分
隊
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
六

分
隊
と
七
分
隊
は
誰
も
天
幕
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
な

か
っ
た
の
で
、
草
屋
根
の
家
を
（
二
十
人
入
る
く
ら
い
）

造
っ
て
宿
舎
と
し
た
。
炊
事
は
各
自
飯

炊
飯
で
、
大
隊

か
ら
と
き
ど
き
原
穀
の
高
粱
と
ポ
ー
ミ
粉
が
支
給
さ
れ
た

だ
け
。
大
隊
に
馬
屋
当
番
が
指
名
さ
れ
た
が
、
私
と
宮
田

が
受
け
持
た
さ
れ
た
。
だ
が
、
馬
も
牛
も
入
っ
て
は
来
な

い
で
名
目
だ
け
。

二
十
八
日
、
金
曜
。
本
部
よ
り
命
令
が
出
さ
れ
た
。
病

人
を
残
し
て
全
員
、
敦
化
に
派
遣
作
業
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
直
ち
に
集
合
し
、
装
具
担
い
で
出
発
し
、
敦
化

の
飛
行
場
に
着
い
て
、
格
納
庫
を
宿
舎
に
班
単
位
で
仕

切
っ
て
合
宿
し
た
。

二
十
九
日
よ
り
、
こ
こ
か
ら
歩
い
て
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
点
に
日
満
パ
ル
プ
敦
化
工
場
が
あ
り
、
電
動
機
や
い
ろ

い
ろ
な
機
械
の
解
体
と
貨
車
に
積
み
込
む
こ
と
で
あ
っ

た
。
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私
が
作
業
の
合
い
間
に
、
工
場
の
内
外
を
と
き
ど
き
散

歩
の
よ
う
に
歩
く
う
ち
に
見
か
け
た
こ
と
だ
が
、
旧
日
本

軍
の
軍
曹
の
襟
章
を
つ
け
た
幹
部
候
補
生
が
ソ
連
軍
の
残

飯
を
捨
て
る
場
所
に
、
ソ
連
兵
が
残
飯
を
捨
て
た
と
き

ブ
ァ
ー
ッ
と
駆
け
寄
っ
て
、
犬
猫
の
よ
う
に
掻
き
分
け

探
っ
て
拾
っ
て
食
べ
る
の
を
何
回
も
見
た
。
ま
た
線
路
沿

い
の
通
路
や
周
辺
で
も
、
食
べ
物
で
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も

拾
っ
て
食
べ
て
い
る
の
も
見
か
け
た
。
戦
時
中
は
元
気
旺

盛
で
あ
っ
た
の
に
、
敗
戦
と
な
っ
て
こ
ん
な
に
惨
め
な
姿

と
は
夢
に
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
宮
田
は
一
日
に
九
回

も
便
所
に
行
く
の
で
と
て
も
無
理
だ
か
ら
残
る
と
言
っ
た

の
で
、
私
は
別
れ
は
つ
ら
い
が
こ
れ
も
運
命
、
仕
方
な
く

別
れ
、
夕
食
し
て
す
ぐ
全
員
出
発
。
ま
た
夜
の
敦
化
街
を

今
度
で
三
回
通
る
。

明
け
て
十
月
十
四
日
朝
、
収
容
所
に
着
き
、
全
員
交
替

で
天
幕
風
呂
に
入
っ
て
二
週
間
の
汗
を
流
し
た
。
被
服
受

領
（
防
寒
用
）、
敦
化
の
作
業
に
行
か
な
か
っ
た
人
は
二

六
一
大
隊
に
転
属
し
て
い
た
。
草
屋
根
宿
舎
を
燃
や
し
た

ら
夜
に
な
っ
て
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
少
し
時
間
が

た
っ
て
か
ら
焼
け
跡
を
少
し
掘
っ
て
、
全
員
宿
舎
に
入
っ

て
一
夜
を
過
ご
し
た
。

十
五
日
も
雨
で
出
発
中
止
。
私
の
大
隊
に
赤
牛
が
二
頭

入
っ
て
き
た
、
出
発
の
と
き
に
な
っ
て
入
っ
て
く
る
な
ん

て
。
私
と
宮
田
が
受
け
持
ち
に
な
っ
て
お
り
、
宮
田
が
敦

化
に
残
っ
た
の
で
、
一
頭
は
一
小
隊
の
川
南
さ
ん
に
受
け

持
た
せ
た
。

十
六
日
、
火
曜
、
雨
晴
。
長
か
っ
た
沙
河
沿
の
収
容
所

も
お
さ
ら
ば
の
時
が
き
た
。
私
は
牛
の
背
に
久
保
井
班
長

の
装
具
と
私
の
荷
物
を
積
ん
で
、
川
南
さ
ん
と
大
隊
の
一

番
先
頭
を
歩
い
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
夜
は
野
営
し
な

が
ら
牛
を
引
い
て
、
赤
い
夕
日
の
満
州
を
こ
れ
が
最
後
の

見
納
め
か
と
思
い
つ
つ
行
軍
は
続
く
。

十
八
日
は
雨
で
、
後
大
雨
と
な
っ
て
全
員
ず
ぶ
ぬ
れ
で

行
軍
し
て
い
る
。
十
九
日
も
雨
で
少
し
風
も
吹
く
。

明
け
て
二
十
日
は
歩
い
て
五
日
目
、
鏡
泊
湖
に
着
い
て

休
憩
。
一
日
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
糧
秣
受
領
あ
り
。
ま
た
、

川
南
さ
ん
の
赤
牛
も
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

川
南
さ
ん
の
装
具
は
私
の
牛
の
背
に
積
み
、
三
人
分
の
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荷
物
を
積
ん
で
歩
い
て
、
私
だ
け
が
大
隊
の
先
頭
を
牛
を

引
き
歩
い
て
行
く
。
二
十
二
日
は
東
京
城
の
飛
行
場
内
を

通
過
中
、
私
の
牛
の
背
に
積
ん
で
い
た
防
寒
服
を
ソ
連
の

兵
士
が
馬
上
か
ら
盗
み
取
っ
て
行
っ
た
。
駄
菓
子
や
饅
頭

な
ど
交
換
し
な
が
ら
近
く
の
日
本
人
の
主
な
官
舎
街
を

通
っ
た
と
き
、
私
に
、「
兵
隊
さ
ん
、
私
も
連
れ
て
行
っ

て
下
さ
い
」、
ま
た
「
○
○
さ
ん
の
部
隊
の
誰
々
さ
ん
を

知
ら
な
い
で
す
か
」
と
、
狂
人
の
よ
う
に
消
息
を
尋
ね
て

呼
ん
で
お
ら
れ
た
。
そ
ん
な
悲
し
み
、
哀
れ
な
声
を
聞
き

な
が
ら
後
に
し
て
通
過
し
て
行
っ
た
。

十
月
二
十
三
日
、
晴
れ
。
寧
安
に
着
き
糧
秣
受
領
を
し

て
す
ぐ
出
発
。
牡
丹
江
の
温
春
飛
行
場
を
通
過
し
て
、
夕

方
、
愛
河
と
言
う
旧
日
本
軍
部
隊
跡
の
兵
舎
前
に
着
き
、

全
員
そ
の
ま
ま
疲
れ
た
の
か
ご
ろ
寝
。
私
は
牛
の
背
か
ら

三
人
の
装
具
を
お
ろ
し
て
渡
し
、
赤
牛
も
大
隊
の
方
に
渡

し
て
、
班
長
の
方
に
行
っ
て
そ
の
ま
ま
ご
ろ
寝
。
大
隊
全

員
が
長
い
八
日
間
の
歩
行
軍
に
加
え
、
雨
と
風
に
二
日
、

ず
ぶ
ぬ
れ
で
疲
れ
た
の
だ
。
死
ん
だ
よ
う
に
眠
っ
て
い

た
。
天
幕
を
張
る
者
は
誰
も
い
な
い
。
そ
の
ま
ま
青
天

井
。二

十
四
日
、
目
が
覚
め
た
ら
夜
も
明
け
て
、
太
陽
も
高

く
上
が
っ
て
い
た
。
雲
の
中
に
隠
れ
て
見
え
な
い
が
、
昨

夜
雪
が
降
っ
た
の
だ
ろ
う
、
山
に
も
野
原
に
も
雪
が
真
っ

白
く
積
も
っ
て
い
た
。
皆
が
寝
て
い
る
上
に
も
積
も
っ
て

い
た
。
私
は
起
き
て
朝
食
の
準
備
。
班
長
の
分
ま
で
ポ
ー

ミ
粉
の
饅
頭
を
つ
く
り
焼
い
て
食
べ
た
。

三
十
一
日
、
水
曜
。
全
員
ま
た
編
成
替
え
。
私
達
は
そ

の
ま
ま
で
二
五
六
大
隊
に
番
号
が
変
わ
っ
た
だ
け
だ
っ

た
。
十
一
月
一
日
に
、
三
個
大
隊
と
も
全
員
す
ぐ
隣
の
掖

河
収
容
所
に
移
転
し
た
。
旧
日
本
軍
金
沢
師
団
の
部
隊
跡

と
か
言
っ
て
い
た
が
、
立
派
な
二
階
建
て
の
兵
舎
で
あ
っ

た
。
戦
争
で
電
源
は
切
れ
て
電
灯
は
な
し
。
兵
舎
前
に
集

合
し
整
列
し
て
部
屋
決
め
。
二
中
隊
と
四
中
隊
は
二
階
、

本
部
兼
一
中
隊
と
三
中
隊
は
一
階
で
あ
っ
た
。
私
達
は
二

中
隊
で
二
階
に
上
が
り
、
分
隊
ご
と
に
分
か
れ
て
休
憩

し
、
寝
場
所
も
決
め
る
。
私
は
久
保
井
班
長
と
ペ
ー
チ
カ

の
前
に
。
近
頃
、
他
の
大
隊
は
シ
ベ
リ
ア
行
き
が
始
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
私
達
の
こ
の
兵
舎
は
、
電
源
が
切
れ
て

372



 

V
02D

00 L
:H
E
SI1511-02 373 89/03/12/16:52:46 H

E
SI1511-02 bun p341-458

い
た
の
で
水
道
も
出
な
い
。
飯

を
持
っ
て
舎
外
の
マ
ン

ホ
ー
ル
に
水
を
汲
み
に
行
き
、
順
番
待
ち
で
汲
ん
で
帰

り
、
ペ
ー
チ
カ
で
お
湯
を
沸
か
し
て
班
長
と
二
人
で
お
茶

を
飲
む
。
と
き
ど
き
は
交
代
で
使
役
に
出
さ
れ
た
。
各
班

交
代
で
二
人
ず
つ
、
炊
事
の
水
汲
み
と
薪
取
り
（
薪
取
り

は
付
近
の
官
舎
の
家
を
打
ち
壊
し
て
、
自
分
で
持
て
る
だ

け
持
っ
て
運
ぶ
の
で
あ
っ
た
）。
ま
た
収
容
所
の
隣
に
掖

河
の
陸
軍
病
院
が
あ
り
（
現
在
、
抑
留
者
患
者
病
院
）、

こ
の
病
院
の
使
役
に
も
薪
運
び
が
あ
る
。
毎
日
交
代
で
、

私
も
三
、
四
日
は
出
た
。
ち
ょ
う
ど
、
私
も
見
か
け
た
が

寒
い
日
だ
っ
た
。
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
に
、
病
院
で
凍
っ
た

死
体
を
枯
れ
木
を
積
む
よ
う
に
ボ
ン
ボ
ン
投
げ
込
ん
で
い

た
、
ど
こ
へ
運
ぶ
の
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
。

日
が
た
つ
に
つ
れ
病
人
も
ふ
え
、
死
者
も
多
数
出
た
。

ほ
と
ん
ど
栄
養
失
調
だ
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
戦
後
五
カ

月
、
何
も
食
べ
な
い
日
が
多
か
っ
た
。
弱
っ
た
頃
に
寒
さ

と
使
役
労
働
に
使
わ
れ
、
食
糧
の
支
給
も
悪
く
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
先
月
の
三
十
日
、
私
達
の
班
に
熊
本
出
身
の

福
本
上
等
兵
が
入
院
し
て
来
た
が
、
一
夜
の
う
ち
に
急
死

し
た
（
栄
養
失
調
だ
っ
た
）。
私
は
部
隊
も
違
う
し
、

入
っ
て
来
た
ば
か
り
な
の
で
話
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
。

同
じ
日
に
、
高
橋
、
二
口
、
鈴
木
の
三
人
は
入
院
の
た
め

出
て
行
っ
た
。

昭
和
二
十
年
も
ア
ッ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、
二
十
一
年
の

正
月
元
旦
、
私
は
お
茶
を
濃
く
（
苦
い
よ
う
に
）
沸
か
し

て
水
筒
か
び
ん
に
入
れ
て
、
窓
の
外
に
つ
り
下
げ
て
冷
え

て
か
ら
班
長
と
二
人
で
ビ
ー
ル
代
用
と
し
、
内
地
の
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
飲
ん
だ
。

一
月
十
五
日
に
は
私
達
の
班
に
九
人
入
っ
て
来
た
。
こ

の
中
に
、
横
須
賀
の
人
で
ヤ
ク
ザ
の
親
分
塩
原
上
等
兵
が

い
た
。
体
は
力
士
の
よ
う
に
大
き
く
、
金
の
入
れ
歯
も
ピ

カ
ピ
カ
し
て
い
た
。
背
中
い
っ
ぱ
い
、
忍
者
を
中
に
ぐ

る
っ
と
大
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
よ
う
、
両
腕
は
肘
の
と

こ
ろ
ま
で
入
れ
墨
を
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
人
の
お
か
げ

で
私
の
班
内
は
大
助
か
り
し
た
。
要
領
が
よ
く
、
人
は
親

切
に
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
る
。
班
内
で
も
遊
び
事
は
将

棋
、
花
札
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
。
博
打
は
誰
一
人
、
勝
て
る
人

は
い
な
か
っ
た
。
収
容
所
長
の
ガ
ス
ロ
ス
大
佐
が
急
死
さ
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れ
た
。

二
月
、
三
月
と
日
が
た
つ
に
つ
れ
給
食
も
大
分
よ
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
患
者
も
出
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
白

米
の
御
飯
に
時
に
は
押
し
麦
の
よ
う
な
も
の
が
パ
ッ
と
混

じ
り
、
魚
肉
の
缶
詰
な
ど
も
あ
っ
た
。

四
月
に
入
り
身
体
検
査
が
あ
っ
た
。
九
日
に
全
員
が
兵

舎
前
に
集
合
、
装
具
を
持
っ
て
の
検
査
で
あ
っ
た
。
部
屋

に
入
っ
て
出
発
の
準
備
を
し
、
翌
十
日
早
朝
よ
り
兵
舎
を

出
発
し
て
愛
河
駅
へ
。
二
段
装
置
の
貨
車
が
待
っ
て
い

た
。
全
員
決
ま
っ
た
車
両
に
乗
り
、「
東
京
ダ
モ
イ
、
東

京
ダ
モ
イ
」
と
言
わ
れ
て
北
へ
北
へ
と
走
り
、
ソ
満
国
境

を
渡
っ
た
。
ま
だ
黒
龍
江
の
水
は
凍
っ
て
い
た
。
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
に
入
り
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
も
過
ぎ
て
シ
ベ
リ
ア
の

大
平
原
を
ま
っ
し
ぐ
ら
。
右
は
シ
ベ
リ
ア
、
左
は
満
州
の

山
々
を
見
な
が
ら
汽
車
は
西
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
ま
た

騙
さ
れ
た
、
東
京
ダ
モ
イ
と
言
い
な
が
ら
。

そ
の
う
ち
、
チ
タ
、
バ
イ
カ
ル
湖
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
。

バ
イ
カ
ル
湖
を
通
過
す
る
の
に
一
日
か
か
っ
た
。
や
が
て

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
分
岐
点
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
駅
を
通
過
し

て
支
線
に
入
っ
た
。
単
線
で
あ
る
。

五
月
に
入
っ
た
。
汽
車
は
カ
ザ
フ
共
和
国
の
首
都
ア
ル

マ
ア
ー
タ
も
通
過
し
た
。
も
う
こ
の
あ
た
り
は
野
生
の
ほ

う
れ
ん
草
が
沢
山
生
え
て
い
た
。
近
く
の
駅
で
停
車
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
降
り
て
ほ
う
れ
ん
草
取
り
に
出

た
。
こ
の
駅
で
一
中
隊
と
三
中
隊
は
下
車
さ
れ
た
（
後
で

聞
い
た
が
、
ア
ル
マ
ア
ー
タ
郊
外
の
伐
採
と
か
）。
私
達

は
す
ぐ
汽
車
に
乗
り
発
車
し
た
。

五
月
五
日
、
日
曜
、
晴
。
淋
し
い
山
間
の
小
さ
な
駅
に

着
き
、
そ
の
ま
ま
引
込
線
を
ゆ
っ
く
り
汽
車
は
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
行
っ
て
停
車
。
ホ
ー
ム
も
な
し
駅
で
も

な
い
。
飛
び
降
り
て
、
少
し
歩
い
て
畑
か
丘
か
広
い
所
に

着
い
た
。
半
分
ば
か
り
天
幕
が
張
っ
て
あ
っ
た
。
淋
し
い

山
奥
の
ラ
ー
ゲ
ル
だ
っ
た
（
炭
坑
）。
地
名
は
ウ
ズ
ベ
ッ

ク
共
和
国
タ
シ
ケ
ン
ト
地
区
シ
ャ
フ
ト
マ
と
言
っ
た
。

五
月
は
そ
の
ま
ま
ラ
ー
ゲ
ル
内
で
露
営
し
て
、
六
日
、

月
曜
。
全
員
編
成
替
え
。
三
九
九
大
隊
一
中
隊
四
小
隊
に

編
成
さ
れ
た
。
五
月
九
日
は
ソ
連
の
独
ソ
戦
の
戦
勝
記
念

日
で
、
ソ
連
軍
の
指
示
で
本
部
前
に
集
合
し
分
隊
教
練
を

374



 

V
02D

00 L
:H
E
SI1511-02 375 89/03/12/16:52:46 H

E
SI1511-02 bun p341-458

さ
せ
ら
れ
、
閲
兵
分
別
行
進
も
あ
っ
た
。
続
い
て
編
成
替

え
が
あ
っ
て
、
一
中
隊
か
ら
四
中
隊
に
変
わ
っ
た
。
作
業

は
、
一
、
二
、
三
中
隊
は
坑
内
作
業
、
四
中
隊
は
坑
外
作

業
で
、
私
は
、
ラ
ー
ゲ
ル
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
貨
車
駅
が
あ
り
、
そ
こ
の
石
炭
積
込
み
に
一
日
出
た
。

石
灰
を
焼
く
原
料
の
石
割
り
に
も
一
日
。
民
家
に
一
日
、

牛
馬
の
糞
と
石
灰
を
混
ぜ
て
土
間
に
塗
る
の
で
あ
っ
た
。

壁
は
、
石
灰
を
水
に
溶
か
す
だ
け
で
塗
っ
て
と
て
も
美
し

く
な
り
、
私
も
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。
こ
こ
の
石
炭
は

石
で
は
な
く
木
炭
の
よ
う
に
軽
く
て
、
ち
ょ
う
ど
林
木
を

焼
い
た
木
炭
そ
っ
く
り
（
か
た
炭
）。
皆
は
真
っ
黒
に

な
っ
て
ノ
ル
マ
が
あ
る
か
ら
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
し
て
作

業
の
往
き
帰
り
は
二
列
に
並
ん
で
歩
調
を
と
り
な
が
ら
、

必
ず
日
本
の
軍
歌
（「
歩
兵
の
本
領
」
と
「
戦
友
」）
を
声

張
り
上
げ
て
歌
い
な
が
ら
出
入
り
し
て
い
た
。
ロ
ス
ケ
に

は
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
わ
ざ
と
大
き
な
声
で

歌
っ
て
歩
い
て
い
た
。

六
月
の
十
四
日
に
は
本
部
か
ら
私
達
に
急
に
命
令
指
名

が
あ
り
、
十
日
間
の
予
定
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
へ
の
出
張
で

あ
っ
た
。
仲
班
長
以
下
九
人
。
私
は
通
訳
兼
で
同
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
（
ま
だ
ロ
シ
ア
語
は
よ
く
し
ゃ
べ
れ
な
い

け
れ
ど
、
命
令
だ
か
ら
）。
十
人
分
の
食
糧
持
参
で
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
、
荷
台
の
上
で
揺
ら
れ
な
が
ら
山
越
え

谷
越
え
、
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の
丘
か
盆
地
の
よ

う
な
所
に
着
い
て
下
車
し
た
。
ま
ず
装
具
は
リ
ン
ゴ
の
木

の
下
に
枯
れ
か
か
っ
た
草
を
厚
く
敷
い
て
置
い
て
作
業
に

出
た
。
作
業
は
、
馬
三
頭
を
草
刈
機
の
前
で
引
か
せ
る
。

後
ろ
に
鎌
が
つ
け
て
あ
り
、
真
ん
中
の
椅
子
に
使
用
者
が

腰
か
け
て
運
転
す
る
。
ま
た
草
寄
せ
も
馬
三
頭
に
前
か
ら

ホ
ー
ク
を
引
か
せ
て
運
転
し
て
寄
せ
る
。
そ
れ
を
私
達
が

大
き
く
寄
せ
て
積
む
の
で
あ
る
。
二
日
、
三
日
で
済
ん
だ

ら
、
次
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
綿
畑
の
草
取
り
。
ソ
連
の
マ
ダ

ム
達
が
手
伝
う
。
わ
か
ら
ぬ
言
葉
で
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
草

を
取
っ
て
い
た
。
私
達
は
十
人
で
十
日
の
予
定
だ
っ
た
の

で
、
一
人
ず
つ
交
代
で
飯

炊
さ
ん
。
木
に
あ
る
青
リ
ン

ゴ
は
食
べ
頃
で
、
全
員
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
。
夜
は
干
し

草
の
上
に
ご
ろ
寝
で
、
上
は
青
天
井
、
星
が
見
え
る
。
時

に
は
警
戒
兵
が
私
を
呼
ん
で
、
民
家
に
寄
っ
て
牛
乳
を
も
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ら
っ
て
こ
さ
せ
、
皆
に
分
配
し
て
飲
ん
だ
が
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
。
ソ
連
の
警
戒
兵
は
黒
人
二
人
、
白
人
一
人

の
三
人
だ
っ
た
。
こ
の
付
近
は
綿
畑
も
牧
草
も
広
々
と
続

い
て
、
そ
の
合
間
に
リ
ン
ゴ
園
が
あ
る
。

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
綿
畑
の
草
取
り
を
し
て
い

た
ら
、
馬
に
乗
っ
た
二
、
三
人
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
を
見
回
り

に
来
た
。
そ
う
し
た
ら
マ
ダ
ム
達
が
パ
ッ
と
話
を
や
め
て

草
を
取
り
始
め
た
。
私
達
も
真
似
し
て
取
り
か
か
っ
た
。

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
十
日
の
予
定
が
も
う
二

週
間
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
収
容
所
か
ら
連
絡
も
な
い
。
そ

の
う
ち
朝
に
な
っ
て
出
発
す
る
と
言
っ
て
来
た
の
で
仲
班

長
に
伝
え
、
警
戒
兵
の
ザ
ー
シ
カ
の
指
揮
で
帰
り
は
歩
い

て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
山
越
え
谷
越
え
川
も
渡
り
、
足

は
全
員
ひ
ざ
ま
で
ず
ぶ
ぬ
れ
で
歩
き
通
し
全
員
疲
れ
た
。

や
っ
と
収
容
所
に
着
い
た
と
き
は
ち
ょ
う
ど
太
陽
が
落
ち

た
ば
か
り
。
二
十
八
日
、
私
は
体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
て

ラ
ー
ゲ
ル
内
の
医
務
室
に
入
室
し
た
。

七
月
七
日
、
木
曜
、
晴
。
突
然
本
部
か
ら
呼
び
出
し
が

あ
り
、
各
中
隊
に
い
る
患
者
と
入
室
者
全
員
、
入
院
の
た

め
本
部
前
に
集
合
し
て
、
夜
、
ト
ラ
ッ
ク
に
三
十
二
人
が

乗
せ
ら
れ
て
、
ど
こ
か
の
病
院
に
入
院
す
る
た
め
に
出
発

し
た
。
十
日
の
午
前
中
に
タ
シ
ケ
ン
ト
駅
か
ら
客
車
に
乗

せ
ら
れ
て
、
十
一
日
の
午
前
中
に
カ
ガ
ン
駅
に
停
車
し

た
。
下
車
し
て
す
ぐ
近
く
に
あ
る
カ
ガ
ン
病
院
に
入
院
し

た
。
私
達
が
入
る
以
前
は
ド
イ
ツ
の
患
者
が
入
院
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
現
在
も
十
数
人
が
入
院
さ
れ
て
い
る
。
私

達
も
入
院
し
て
ま
ず
入
浴
。
入
る
前
に
丸
裸
に
な
っ
て
入

浴
し
て
、
上
が
る
と
き
に
着
物
と
下
着
を
支
給
さ
れ
た
の

で
着
替
え
て
、
決
め
ら
れ
た
部
屋
に
入
っ
て
ゆ
っ
く
り
休

ん
だ
（
装
具
と
衣
服
の
着
替
え
は
全
部
取
り
上
げ
ら
れ
た

が
、
退
院
の
と
き
返
さ
れ
る
と
か
）。
今
日
か
ら
い
つ
ま

で
か
わ
か
ら
な
い
が
療
養
生
活
だ
。
月
日
は
た
っ
て
、
こ

こ
の
夏
は
す
ご
い
暑
い
。
い
つ
も
四
五
度
以
上
、
五
十
度

内
外
だ
。
雨
一
粒
も
降
ら
な
い
。
庭
の
丸
井
戸
も
カ
ラ
カ

ラ
だ
。
病
院
の
中
も
外
も
変
わ
り
な
し
。
冬
も
厳
し
い
寒

さ
。
十
月
十
八
日
に
部
屋
の
移
動
が
あ
っ
た
。

年
明
け
て
二
十
二
年
二
月
二
日
、
日
曜
、
晴
。
カ
ガ
ン

病
院
を
退
院
し
た
。
四
十
三
人
が
退
院
し
て
夕
方
、
カ
ガ
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ン
駅
で
貨
車
に
乗
っ
た
。
夕
食
が
病
院
か
ら
貨
車
の
中
ま

で
運
ば
れ
て
き
た
。
車
内
で
は
パ
ン
も
配
給
さ
れ
た
。

夜
、
発
車
し
た
。
私
は
こ
の
病
院
で
二
百
七
日
、
入
院
生

活
だ
っ
た
。
貨
車
が
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
五
日
目
。
二
月
六

日
、
木
曜
、
曇
り
後
晴
。
タ
シ
ケ
ン
ト
駅
に
着
い
た
。
下

車
し
て
歩
い
て
タ
シ
ケ
ン
ト
地
区
収
容
所
本
部
兼
第
一
収

容
所
に
着
い
た
。

ウ
ズ
ベ
ッ
ク
共
和
国
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
地
区
、
本
部

兼
第
一
収
容
所
に
着
い
て
、
小
休
憩
し
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
四
十
三
人
乗
せ
ら
れ
て
市
内
の
第
五
収
容
所
に
着
く
。

夕
方
入
所
し
て
身
体
検
査
が
あ
り
、
宿
舎
の
大
西
隊
に
六

人
配
置
さ
れ
、
十
二
日
か
ら
土
木
建
築
の
手
伝
い
だ
っ

た
。
二
十
日
か
ら
作
業
変
更
が
さ
れ
、
金
井
隊
に
移
転
し

て
引
込
線
の
貨
車
お
ろ
し
作
業
で
あ
る
。
三
月
十
一
日
の

夕
方
、
作
業
よ
り
帰
っ
た
ら
急
に
身
体
検
査
が
あ
っ
て
、

す
ぐ
装
具
持
っ
て
営
庭
に
集
合
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら

れ
、
夜
の
タ
シ
ケ
ン
ト
市
内
を
通
り
、
夜
明
け
前
に
チ
リ

チ
ク
第
三
収
容
所
に
着
い
て
、
十
三
日
か
ら
作
業
に
出
さ

れ
た
。

作
業
は
、
こ
ぶ
し
大
く
ら
い
の
グ
リ
石
を
ダ
ン
プ
カ
ー

に
積
む
こ
と
で
あ
っ
た
（
手
で
一
個
一
個
投
げ
入
れ
る
）。

場
所
は
ラ
ー
ゲ
ル
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の
川
原
。

こ
こ
の
収
容
所
は
主
に
工
場
に
出
勤
す
る
人
が
多
か
っ

た
。
私
達
も
石
積
み
が
済
ん
で
か
ら
、
農
園
や
排
水
工
事

の
手
伝
い
に
出
さ
れ
た
。
タ
シ
ケ
ン
ト
の
春
も
こ
の
頃
は

野
も
山
も
見
渡
す
限
り
ア
ン
ズ
の
花
盛
り
で
あ
っ
た
。

四
月
十
六
日
、
水
曜
。
身
上
調
査
と
入
浴
が
あ
り
、
十

八
日
は
内
地
へ
帰
国
の
た
め
か
編
成
替
え
が
あ
っ
た
。
全

員
四
十
八
人
、
営
庭
に
集
合
し
て
大
隊
長
よ
り
帰
国
に
つ

い
て
の
訓
示
と
注
意
事
項
が
あ
り
、
帰
国
の
準
備
で
装
具

の
検
査
、
被
服
受
領
。
夜
に
は
収
容
所
の
隅
に
あ
る
病
院

内
で
帰
国
者
の
た
め
に
送
別
会
、
演
芸
会
を
し
て
下
さ
っ

た
。
ま
た
多
種
多
様
、
沢
山
の
御
馳
走
も
あ
り
、
青
空
バ

ン
ド
の
楽
団
で
軽
音
楽
を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た
。
収
容
所

の
糧
食
を
回
し
て
の
志
で
、
帰
国
者
に
お
別
れ
の
餞
別
と

し
て
上
げ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
こ
の

御
恩
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
う
ア

ン
ズ
の
花
も
い
つ
し
か
散
り
果
て
て
、
後
に
は
リ
ン
ゴ
の
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白
い
花
が
満
開
で
あ
っ
た
。

十
九
日
、
水
曜
、
雨
。
お
別
れ
の
雨
が
ポ
ト
リ
ポ
ト
リ

と
。
朝
早
く
、
帰
国
者
全
員
四
十
八
人
、
幌
を
か
ぶ
っ
た

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
発
車
と
同
時
に
、
収
容
所
の
正

門
で
演
芸
部
（
青
空
バ
ン
ド
）
の
「
蛍
の
光
」
の
伴
奏
で

見
送
り
を
受
け
た
。
シ
ー
ン
と
し
て
何
と
も
言
え
な
い
悲

し
い
場
面
だ
っ
た
。
涙
が
に
じ
み
出
た
。
ポ
ロ
ポ
ロ
涙
を

流
す
人
も
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
タ
シ
ケ
ン
ト
駅
に
行
っ
た

が
都
合
が
つ
か
ず
、
近
く
の
第
四
収
容
所
の
世
話
で
二
泊

し
て
タ
シ
ケ
ン
ト
駅
に
着
い
た
ら
、
今
度
は
汽
車
が
待
っ

て
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
下
車
し
て
貨
車
に
乗
り
、
二
十

二
日
午
前
六
時
半
、
発
車
し
た
。
二
十
五
日
は
カ
ザ
フ
の

首
都
ア
ル
マ
ア
ー
タ
駅
に
着
き
下
車
し
、
水
を
汲
ん
で
す

ぐ
乗
り
発
車
。
四
月
三
十
日
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
入
り
ノ

ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
駅
に
着
き
分
岐
点
だ
か
ら
し
ば
ら
く
停
車

し
す
ぐ
発
車
。

五
月
四
日
、
ま
た
引
込
線
に
入
り
、
松
林
の
中
を
ゆ
っ

く
り
走
っ
て
ホ
ー
ム
も
な
い
無
人
駅
に
停
車
、
そ
の
ま
ま

貨
車
の
中
で
待
つ
。
五
月
五
日
の
朝
下
車
し
て
、
貨
車
の

前
で
集
合
整
列
、
出
発
。
歩
い
て
松
林
の
中
を
少
し
行
く

と
バ
ラ
ッ
ク
舎
が
あ
り
、
身
体
検
査
、
身
上
調
査
や
技
術

員
調
査
も
あ
っ
た
。
ま
た
少
し
林
の
中
を
歩
い
て
入
浴
と

滅
菌
が
あ
っ
た
。
全
員
済
ん
で
か
ら
、
ま
た
少
し
歩
い
て

広
い
所
に
出
た
。
マ
ル
タ
の
収
容
所
。
そ
こ
で
編
成
替
え

が
あ
っ
て
、
一
大
隊
二
中
隊
四
小
隊
一
分
隊
に
編
成
さ
れ

た
。
こ
こ
に
降
ろ
さ
れ
て
全
員
が
が
っ
か
り
し
て
い
た
。

ソ
連
の
将
校
が
言
う
に
は
、「
早
く
て
二
週
間
、
遅
く
と

も
一
カ
月
ば
か
り
こ
の
収
容
所
で
共
産
主
義
教
育
を
受
け

る
こ
と
だ
」。
こ
こ
は
穴
倉
生
活
で
あ
る
。
地
下
で
、
モ

グ
ラ
の
防
空
壕
の
よ
う
だ
。
各
中
隊
に
割
り
当
て
て
の
使

役
が
あ
っ
た
。
糧
秣
受
領
や
パ
ン
受
領
な
ど
。

九
日
は
独
ソ
戦
戦
勝
記
念
日
で
、
夕
方
、
本
部
前
に
全

員
集
合
、
整
列
さ
せ
て
、
ソ
連
将
校
が
日
本
語
で
、
ソ
連

の
歴
史
の
講
話
と
共
産
主
義
、
ソ
連
軍
の
独
ソ
戦
に
つ
い

て
の
朗
読
が
あ
っ
た
。
翌
日
、
私
は
マ
ル
タ
駅
の
貨
車
積

み
作
業
（
松
の
木
の
丸
太
を
押
し
上
げ
て
積
む
の
だ
っ

た
）。
行
き
帰
り
に
見
か
け
た
が
、
通
路
が
見
え
る
森
の

中
に
小
さ
な
バ
ラ
ッ
ク
舎
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
寝
台
が
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六
人
分
あ
っ
た
が
、
そ
の
上
に
死
体
が
あ
っ
た
。
中
に
は

誰
も
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
噂
に
よ
れ
ば
、
医
学
の
た
め

に
解
剖
さ
れ
る
と
聞
い
た
。
そ
う
言
え
ば
腹
は
へ
こ
ん
で

い
た
よ
う
だ
っ
た
。
で
も
わ
か
ら
な
い
、
解
剖
の
現
場
を

見
た
者
は
い
な
い
か
ら
。

十
三
日
に
は
山
の
伐
採
に
百
五
人
、
派
遣
さ
れ
て
出
て

行
っ
た
。
ま
た
、
ど
こ
か
の
大
隊
が
千
五
百
人
入
っ
て
き

た
。五

月
十
九
日
は
身
体
検
査
が
あ
っ
て
、
一
級
、
二
級
と

に
分
け
ら
れ
た
。
私
は
一
級
だ
っ
た
。
二
十
日
に
は
転
属

が
あ
っ
た
。
一
大
隊
よ
り
二
大
隊
へ
二
百
人
、
二
大
隊
か

ら
一
大
隊
へ
五
百
人
。
私
は
こ
の
日
は
パ
ン
受
領
に
行
っ

て
い
た
の
で
駄
目
だ
っ
た
。
移
動
や
転
属
で
戦
友
達
も
変

わ
っ
て
い
く
。
淋
し
く
な
る
ば
か
り
。
三
十
一
日
に
ま
た

ウ
ラ
ル
方
面
か
ら
五
百
人
入
っ
て
き
た
。
全
員
、
四
中
隊

に
編
入
さ
れ
た
。
坂
本
准
尉
達
十
四
人
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
へ

出
さ
れ
た
。

六
月
十
一
日
の
夕
方
、
命
令
指
名
が
あ
っ
た
。
指
名
さ

れ
た
人
は
全
員
装
具
を
持
っ
て
本
部
前
に
集
合
さ
せ
ら
れ

た
。
大
隊
長
以
下
二
百
人
、
四
個
中
隊
は
ど
こ
か
へ
出

発
。
六
月
十
二
日
、
私
達
も
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
へ
分
遣
さ
れ

た
。
分
遣
隊
長
古
佐
田
少
尉
の
引
率
で
、
マ
ル
タ
の
駅
か

ら
客
車
に
乗
っ
て
二
時
間
く
ら
い
で
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
駅
に

着
く
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市
内
を
歩
い
て
ソ
連
軍
の
兵
舎

（
戦
車
隊
跡
）
に
着
く
。
早
速
部
屋
を
決
め
る
。
三
階
建

て
の
一
階
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
る
。
床
板
も
な
い
の

で
、
土
間
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
毛
布
や
衣
服
を
敷
い

た
（
大
き
な
コ
の
字
型
の
兵
舎
）。
四
棟
建
っ
て
い
て
、

現
在
は
使
用
し
て
い
な
い
が
新
し
い
兵
舎
で
も
あ
っ
た
。

装
具
は
片
隅
に
置
い
て
、
そ
の
ま
ま
寝
転
ん
で
休
ん
だ
。

六
月
の
十
三
日
か
ら
作
業
開
始
。
私
は
病
体
。
日
が
た

つ
に
つ
れ
患
者
が
出
始
め
て
い
た
。
十
八
日
は
四
十
人
が

マ
ル
タ
の
収
容
所
に
帰
さ
れ
た
。
私
も
帰
り
た
か
っ
た

が
、
も
し
内
地
へ
帰
る
日
が
遅
く
な
る
か
も
と
思
っ
た

り
、
残
っ
て
い
る
戦
友
に
も
遠
慮
し
て
残
る
こ
と
に
し

た
。八

月
の
下
旬
に
も
な
り
少
し
は
よ
く
な
っ
た
の
で
、
久

し
ぶ
り
に
使
役
に
出
た
。
便
所
の
汲
み
取
り
の
作
業
に
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行
っ
た
。
便
所
の
汲
み
取
り
と
は
、
兵
舎
の
三
階
建
て
の

コ
の
字
の
両
角
地
下
に
四
メ
ー
ト
ル
角
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
穴
が
あ
り
、
そ
の
穴
の
中
に
三
人
が
入
っ
て
、
上
か
ら

つ
り
下
ろ
さ
れ
た
バ
ケ
ツ
に
ス
コ
ッ
プ
で
糞
を
入
れ
る
。

上
も
三
人
く
ら
い
で
つ
り
上
げ
て
、
貨
車
か
ト
ラ
ッ
ク
に

ま
た
積
み
乗
せ
る
。
二
日
く
ら
い
し
て
他
の
と
こ
ろ
へ
便

所
汲
み
に
行
っ
て
、
三
人
が
中
に
入
っ
た
が
作
業
中
に
ガ

ス
が
発
生
し
て
、
一
人
が
死
亡
、
一
人
は
意
識
不
明
に

な
っ
た
が
、
後
で
息
を
吹
き
返
し
た
。
も
う
一
人
は
無
事

だ
っ
た
（
以
前
の
兵
士
の
糞
で
あ
る
）。

シ
ベ
リ
ア
の
夏
は
日
の
長
い
こ
と
、
暗
い
夜
を
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
一
日
の
労
働
を
終
え
て
宿
舎
に
帰
り
、

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
夕
食
す
る
が
、
寝
る
と
き
も
太
陽
は

ま
だ
高
い
。
朝
起
き
て
見
た
ら
午
前
四
時
な
の
に
も
う
太

陽
が
出
て
い
た
。
八
月
十
三
日
か
ら
私
達
四
人
は
市
内
の

製
材
木
工
場
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
が
通
訳
兼

指
揮
者
と
し
て
、
西
尾
、
須
田
、
和
田
の
三
人
。
宿
舎
か

ら
歩
い
て
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
警
戒
兵
も
付
か
ず
自
由
行

動
で
、
毎
日
毎
日
真
面
目
に
通
勤
し
た
。
作
業
内
容
は
、

板
の
製
材
、
機
械
カ
ン
ナ
で
板
削
り
、
水
門
の
戸
造
り
の

釘
打
ち
の
手
伝
い
、
時
に
は
バ
イ
カ
ル
湖
畔
に
伐
材
上
げ

の
手
伝
い
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
貨
車
駅
に
工
場
か
ら
の
石

炭
積
み
に
と
、
二
人
ず
つ
で
の
交
代
で
、
四
人
一
緒
に
行

く
と
き
も
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
工
場
内
で
の
仕
事
が
主
で

あ
っ
た
。
マ
ダ
ム
達
と
向
か
い
合
っ
て
戸
造
り
の
釘
打
ち

が
主
で
、
楽
し
く
面
白
か
っ
た
。
通
勤
の
往
復
も
、
工
場

で
の
作
業
の
手
伝
い
も
、
私
達
に
任
せ
き
り
で
あ
っ
た
の

で
、
責
任
を
持
っ
て
毎
日
欠
か
さ
ず
通
勤
し
た
の
だ
っ

た
。十

月
三
日
、
い
つ
も
の
と
お
り
木
工
場
よ
り
宿
舎
に

帰
っ
た
ら
す
ぐ
警
戒
兵
が
、「
ヤ
ポ
ン
、
ダ
モ
イ
、
東
京

ダ
モ
イ
」
と
言
っ
た
け
れ
ど
も
、
冗
談
だ
と
思
っ
て
い
た

ら
本
当
だ
っ
た
。
私
達
四
人
は
舎
外
に
あ
る
入
浴
場
（
百

メ
ー
ト
ル
の
所
）
に
行
っ
た
。
釜
に
湯
が
沸
か
し
て
あ
っ

た
の
で
、
手
桶
で
汲
ん
で
体
に
か
け
る
だ
け
で
宿
舎
に

入
っ
た
。
出
発
準
備
を
し
、
そ
の
ま
ま
寝
転
ん
で
最
後
の

夜
を
過
ご
し
、
翌
四
日
、
土
曜
、
宿
舎
を
出
発
し
歩
い
て

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
駅
で
休
憩
。
こ
の
と
き
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
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デ
ー
が
一
本
ず
つ
配
給
さ
れ
、
お
い
し
か
っ
た
。
汽
車
に

乗
り
マ
ル
タ
駅
で
下
車
し
、
収
容
所
ま
で
の
途
中
、
松
林

の
中
で
人
員
調
査
、
被
服
受
領
、
入
浴
滅
菌
な
ど
が
あ

り
、
全
員
、
共
産
主
義
教
育
の
「
赤
旗
の
歌
」
を
歌
わ
さ

れ
た
。
合
唱
で
あ
っ
た
け
れ
ど
徹
夜
で
。

十
月
五
日
、
ラ
ー
ゲ
ル
内
で
朝
食
し
出
発
し
て
マ
ル
タ

駅
に
集
合
。
人
員
点
呼
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
編
成
替

え
。
雨
が
降
っ
て
き
て
、
雨
に
ぬ
れ
て
車
両
決
め
、
帰
還

式
。
ソ
連
将
校
の
講
演
と
車
内
で
の
注
意
事
項
、
ス
タ
ー

リ
ン
元
帥
の
万
歳
三
唱
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
名
前
の
頭

文
字
の
ヤ
の
人
は
残
っ
て
、
そ
の
他
全
員
、
名
簿
順
に
乗

車
。
私
は
タ
の
頭
文
字
。
車
長
は
棚
橋
曹
長
、
高
辺
、
竹

下
、
高
田
、
田
北
な
ど
。
夜
、
車
内
で
過
ご
し
、
六
日
の

朝
、
雨
に
ぬ
れ
て
発
車
し
た
。

十
日
、
途
中
の
駅
に
停
車
し
て
入
浴
、
滅
菌
し
て
、
済

ん
で
汽
車
に
乗
り
発
車
し
、
十
四
日
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の

分
岐
点
に
着
き
し
ば
ら
く
停
車
。
単
線
に
入
り
汽
車
は
ナ

ホ
ト
カ
の
方
へ
走
っ
て
い
る
。
十
六
日
、
懐
か
し
い
青
い

海
が
見
え
て
き
た
。
ナ
ホ
ト
カ
港
で
あ
り
、
こ
こ
が
最
終

集
結
所
で
あ
っ
た
。
ラ
ー
ゲ
ル
も
満
員
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
汽
車
は
停
車
し
た
。
す
ぐ
装
具
を
持
っ
て
車
内
を
片

づ
け
て
下
車
し
た
。
近
く
に
い
た
ラ
ー
ゲ
ル
の
人
に
様
子

を
聞
い
て
み
た
。
聞
け
ば
、
し
ば
ら
く
す
る
と
病
院
船
の

高
砂
丸
が
入
港
す
る
ら
し
い
の
で
「
病
弱
」
の
方
に
入
っ

た
が
よ
か
ろ
う
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
す
ぐ
戦
友

の
七
人
組
に
相
談
し
て
「
病
弱
」
の
方
に
入
る
こ
と
に
決

め
て
、
ラ
ー
ゲ
ル
の
北
の
空
地
に
集
合
し
た
。
そ
し
て
各

中
隊
、
小
隊
と
も
甲
、
乙
、
病
弱
と
に
分
け
ら
れ
た
。

私
た
ち
は
六
七
一
中
隊
で
、
七
人
は
「
病
弱
」
の
方
に

入
っ
た
。
全
員
ナ
ホ
ト
カ
の
ラ
ー
ゲ
ル
に
入
所
し
て
十
月

十
七
日
、
診
察
が
あ
っ
た
。
こ
の
ラ
ー
ゲ
ル
は
最
終
集
結

所
だ
け
あ
っ
て
、
帰
還
者
名
簿
が
置
い
て
あ
っ
た
。
各
県

別
ご
と
に
あ
っ
た
の
で
、
私
も
見
た
ら
、
私
の
村
の
出
身

者
が
城
塚
、
島
崎
、
上
田
と
三
人
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、

私
も
後
続
者
の
た
め
と
思
い
書
い
て
お
い
た
。

十
八
日
、
土
曜
、
正
午
頃
、
沖
の
方
か
ら
高
砂
丸
が
入

港
し
て
来
る
の
が
見
え
た
。
復
員
者
が
決
定
さ
れ
た
。
私

た
ち
は
第
三
ラ
ー
ゲ
ル
内
に
入
浴
に
行
き
、
理
髪
（
丸
坊
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主
）
し
て
、
被
服
受
領
と
、
防
寒
用
品
、
着
衣
を
返
納
し

て
、
演
芸
場
前
と
正
門
通
路
に
集
合
し
た
。
人
員
点
呼
と

税
関
検
査
が
あ
っ
て
編
成
替
え
。
私
は
六
十
六
大
隊
十
四

中
隊
二
小
隊
に
編
成
さ
れ
た
。
こ
こ
の
ラ
ー
ゲ
ル
で
は
民

主
グ
ル
ー
プ
（
共
産
主
義
教
育
）
の
活
動
が
盛
ん
で
あ

る
。
も
し
教
育
が
で
き
な
い
と
帰
れ
な
い
と
聞
い
て
い

た
。
復
員
者
全
員
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
ナ
ホ
ト
カ
港

の
岸
壁
の
波
止
場
に
着
き
下
車
し
て
、
各
中
隊
ご
と
に
整

列
し
乗
船
を
待
つ
。
そ
の
間
に
中
隊
長
よ
り
注
意
事
項
が

あ
り
、
高
砂
丸
が
岩
壁
に
近
づ
い
た
。
夕
方
、
高
砂
丸
に

乗
船
。
ま
ず
病
院
船
だ
か
ら
先
に
重
病
人
か
ら
、
私
達
は

そ
の
後
に
乗
船
し
た
。
日
本
の
看
護
婦
さ
ん
が
患
者
一
人

一
人
を
二
人
で
両
方
か
ら
肩
に
手
を
取
り
合
っ
て
乗
せ
て

下
さ
っ
た
。
も
っ
た
い
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
こ
の
船
は

四
階
建
て
の
客
船
（
病
院
船
）
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
二
階

の
部
屋
で
十
七
人
だ
っ
た
。
船
室
は
旅
館
の
よ
う
で
畳
敷

き
だ
っ
た
。
一
万
ト
ン
に
近
く
（
九
九
〇
〇
ト
ン
）、
窓

も
壁
も
白
く
、
き
れ
い
だ
っ
た
。
夜
半
に
出
帆
し
た
。
十

九
日
は
係
の
看
護
婦
か
ら
日
本
の
事
情
を
聞
い
た
り
し

た
。
二
十
日
の
夕
方
に
舞
鶴
に
入
港
し
、
小
型
蒸
気
船
に

分
乗
し
て
港
の
波
止
場
に
上
陸
し
、
船
内
で
も
ら
っ
た
札

を
受
付
に
渡
し
て
上
陸
の
印
を
押
し
て
も
ら
い
、
援
護
局

の
寮
に
着
い
て
す
ぐ
入
浴
、
滅
菌
し
て
か
ら
徹
夜
で
身
体

検
査
、
消
毒
、
注
射
を
し
て
寮
の
二
階
へ
上
が
っ
て
休
ん

だ
。
二
十
一
日
火
曜
。
被
服
が
交
付
さ
れ
、
着
衣
し
て
日

本
人
ら
し
く
な
っ
た
。
Ｌ
Ｓ
調
査
と
Ｈ
Ｍ
調
査
が
あ
っ
た

（
こ
の
と
き
、
進
駐
軍
の
日
本
人
二
世
か
ら
ソ
連
内
で
の

状
況
を
聞
か
れ
た
）。

十
月
二
十
二
日
、
水
曜
。
血
液
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
、
携
行
糧
食
、
乗
車
券
、
金
六
百
円
も
受
領
し
て
、
各

県
代
表
の
打
ち
合
わ
せ
に
出
席
、
帰
郷
準
備
や
戦
友
達
の

住
所
を
控
え
て
寮
に
上
が
っ
て
休
ん
だ
。

二
十
三
日
、
木
曜
、
晴
。
寮
の
前
に
各
県
別
ご
と
に
全

員
集
合
、
整
列
。
県
別
の
旗
を
持
っ
て
、
私
達
熊
本
県
は

渡
船
で
東
舞
鶴
駅
へ
、
他
の
人
は
ト
ラ
ッ
ク
で
東
舞
鶴
駅

へ
集
合
。
す
ぐ
汽
車
に
乗
り
、
発
車
と
同
時
に
駅
よ
り

「
蛍
の
光
」
の
音
楽
が
歓
奏
さ
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て

シ
ー
ン
と
な
り
、
涙
を
流
す
人
も
い
た
。
次
の
駅
で
は
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「
元
気
で
行
こ
う
よ

人
生
は
」
を
歓
奏
さ
れ
た
。
汽
車

は
京
都
駅
に
着
い
て
、
こ
の
駅
で
東
海
道
本
線
、
北
陸
本

線
と
に
別
れ
、
私
達
は
山
陽
本
線
に
乗
り
か
え
て
、
大

阪
、
神
戸
と
通
過
し
て
広
島
駅
に
着
い
た
と
き
に
、
今
ま

で
一
緒
だ
っ
た
戦
友
近
江
君
と
最
後
の
握
手
を
し
、
手
を

振
り
振
り
別
れ
た
。
汽
車
は
い
つ
の
間
に
か
関
門
ト
ン
ネ

ル
を
通
過
し
て
門
司
駅
に
停
車
し
た
。

私
は
下
車
し
て
鹿
児
島
本
線
に
乗
り
か
え
て
発
車
。
懐

か
し
い
九
州
路
を
眺
め
な
が
ら
熊
本
駅
に
着
い
た
。
こ
の

駅
で
大
部
分
下
車
さ
れ
た
が
、
知
っ
て
い
る
人
は
見
な

か
っ
た
。
す
ぐ
発
車
し
て
三
つ
目
の
駅
、
松
橋
駅
に
着
い

た
（
十
五
時
三
十
分
）。
下
車
し
て
は
み
た
が
変
わ
り
果

て
た
駅
だ
っ
た
の
で
何
度
も
駅
の
看
板
を
見
た
。
し
か
し

間
違
い
で
は
な
く
、
駅
舎
に
入
っ
た
。（
戦
争
の
と
き
の

空
襲
で
焼
け
た
と
の
こ
と
）

駅
を
出
て
歩
い
て
い
る
う
ち
、
途
中
で
叔
母
と
四
年
ぶ

り
に
会
っ
て
、
一
緒
に
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
を
大
野
川

の
堤
防
沿
い
に
家
ま
で
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
帰
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
午
後
五
時
頃
、
生
家
に

復
員
し
た
。

ち
ょ
う
ど
秋
の
稲
の
取
り
入
れ
の
最
中
で
あ
り
、
母
が

団
子
汁
を
つ
く
っ
て
待
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
た
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

大
正
十
三
年
三
月
三
十
日
生
ま
れ

昭
和
十
三
年
三
月

尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
農

業
に
従
事

二
十
年
二
月

召
集
を
受
け
出
征

二
十
年
三
月

関
東
軍
満
州
第
七
〇
〇
〇
部
隊

に
入
隊

二
十
年
八
月
九
日

ソ
連
参
戦

二
十
年
九
月

シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑
留
さ
れ
、

各
地
を
移
動
し
強
制
労
働
に
従

事
す
る

二
十
二
年
十
月

舞
鶴
上
陸

復
員
後
、
農
業
に

従
事

二
十
三
年
二
月

会
社
に
就
職
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五
十
二
年
十
一
月

全
抑
協
結
成
に
参
画
し
、
組
織

強
化
に
尽
力
す
る

現

在

会
社
定
年
後
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
と
し
て
地
域
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
熊
本
県

池
上

俊
邦
）

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記

熊
本
県

井

上

明

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
、
旧
満
州
国

錦
州
省
の
錦
県
と
言
う
地
で
終
戦
を
迎
え
、
翌
十
六
日
武

装
解
除
と
な
り
、
奉
天
省
海
城
に
集
結
し
第
十
中
隊
に
編

成
さ
れ
、
ソ
連
軍
の
指
揮
下
に
な
り
抑
留
生
活
に
入
る
。

食
糧
も
半
分
以
下
に
な
っ
た
が
、
何
と
か
過
ご
す
。
昭

和
二
十
年
十
月
、
貨
車
に
押
し
込
め
ら
れ
、
行
く
先
も
知

ら
さ
れ
ず
出
発
し
た
。
歩
哨
に
聞
い
て
も
「
ダ
モ
イ
」
と

言
う
だ
け
。
途
中
、
貨
車
の
𨻶
間
か
ら
外
を
見
て
い
た
ら

ハ
イ
ラ
ル
と
わ
か
り
、
ソ
連
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
思
っ

た
。一

週
間
余
り
か
か
り
着
い
た
所
は
「
チ
タ
」
と
言
う
小

さ
な
街
の
駅
で
し
た
。
一
夜
明
か
し
、
翌
朝
、
途
中
何
カ

所
か
収
容
所
が
あ
っ
た
が
山
奥
へ
と
連
れ
て
行
か
れ
、
着

い
た
所
は
白
樺
林
で
何
も
な
い
。
雪
だ
け
が
腰
ま
で
あ

る
。
白
樺
の
枝
を
切
り
三
角
に
組
み
、
個
人
携
帯
の
天
幕

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
屋
根
を
張
り
小
屋
を
造
り
、
中
央
に

溝
を
掘
り
火
を
焚
き
一
夜
を
明
か
す
。
翌
日
よ
り
木
を
切

り
皮
を
む
き
積
み
重
ね
て
家
を
建
て
、
落
ち
つ
い
た
ら
一

カ
月
あ
ま
り
で
一
番
奥
へ
移
動
し
、
本
格
的
に
大
木
の
伐

採
作
業
に
入
る
。
三
人
一
組
で
、
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

鋸
一
個
、
斧
一
個
、
ク
サ
ビ
二
個
で
、
木
の
周
り
六
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
木
を
切
る
仕
事
で
、
大
変
体
力
の
要
る
作

業
で
す
。
一
人
三
立
方
メ
ー
ト
ル
で
三
人
で
九
立
方
メ
ー

ト
ル
。
で
き
な
い
場
合
、
後
片
づ
け
で
夜
中
ま
で
残
業
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
歩
哨
と
村
人
と
手
を
組

み
、
歩
哨
が
発
砲
し
て
非
常
呼
集
を
か
け
、
皆
が
集
ま
っ

た
間
に
盗
み
を
す
る
ん
で
す
。
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